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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期
第１四半期
累計期間

第71期
第１四半期
累計期間

第70期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 1,222,5051,754,6339,912,928

経常利益（△は経常損失）

（千円）
  △213,924  △110,383 759,563

四半期（当期）純利益（△は四半

期（当期）純損失）（千円）
  △136,753  △70,438 446,152

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 866,350 866,350 866,350

発行済株式総数（株） 5,205,0005,205,0005,205,000

純資産額（千円）   5,108,567  5,489,9785,704,414

総資産額（千円） 7,567,5788,410,7749,356,781

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は１株当たり四半期（当

期）純損失金額）（円）

△26.45 △13.63 86.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 30.00

自己資本比率（％） 67.5 65.3 61.0

　（注）１．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

　　　　　　が存在しないため記載しておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　　　４．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ　

　　　　　　いては記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　　当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な　

　変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

　　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　　当第１四半期累計期間の受注高は、港湾部門の大型工事が多く、前年同期比678百万円増の2,629百万円となりまし

た。売上高は、各部門とも堅調に推移し、同532百万円増の1,754百万円、受注残高は同632百万円増の3,018百万円と

なりました。

　　損益面では、売上高が第４四半期会計期間に偏る事業特性から当四半期経常損失は110百万円となり、前年同期比

103百万円の損失減少、四半期純損失は70百万円、同66百万円の損失減少となりました。

　　セグメント別の概況は以下のとおりです。

　　港湾事業につきましては、大型工事を中心に受注高は前年同期に比べ517百万円増の1,446百万円となり、売上高は

同214百万円増の664百万円となりました。

　　地中事業につきましては、受注高は前年同期並みの486百万円となり、売上高は同75百万円増の315百万円となりま

した。

　　陸上事業につきましては、受注高は同91百万円増の396百万円となり、売上高は同56百万円増の410百万円となりま

した。

　　その他につきましては、ＲＣ関連の大型工事を中心として受注高は同75百万円増の299百万円、売上高は、海外大型

プロジェクト向け物品販売の寄与により同186百万円増の363百万円となりました。

　　　　　 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　　当第１四半期累計期間における研究開発費は、総額で43百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,020,000

計 19,020,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,205,000 　　5,205,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）　

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

1,000株であります。

計 5,205,000 　5,205,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 5,205,000 － 866,350 － 753,385

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　　　　記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

　　　　　ります。

 

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 36,000 － －　

完全議決権株式（その他） 普通株式　　5,131,000 5,131 －　

単元未満株式 普通株式　　　 38,000 － －　

発行済株式総数 5,205,000 － －

総株主の議決権 － 5,131 －

 

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ナカボーテック 東京都中央区新川2-5-2 36,000 － 36,000 0.69

計 － 36,000 － 36,000 0.69

 　　　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社はありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 602,390 469,889

受取手形 ※2
 686,887

※2
 748,164

完成工事未収入金 3,333,512 1,730,768

売掛金 576,385 494,872

商品及び製品 262,013 283,278

未成工事支出金 76,022 323,207

材料貯蔵品 95,475 60,928

繰延税金資産 182,905 224,647

関係会社預け金 2,558,600 3,064,279

その他 53,490 57,877

貸倒引当金 △459 △297

流動資産合計 8,427,223 7,457,616

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 201,825 201,071

その他（純額） 209,307 219,851

有形固定資産合計 411,132 420,923

無形固定資産 24,263 25,374

投資その他の資産

繰延税金資産 257,844 251,724

その他 245,164 263,415

貸倒引当金 △8,847 △8,280

投資その他の資産合計 494,161 506,859

固定資産合計 929,557 953,158

資産合計 9,356,781 8,410,774

負債の部

流動負債

支払手形 ※2
 1,193,507

※2
 1,153,375

工事未払金 665,085 363,691

買掛金 155,927 130,678

未成工事受入金 40,029 53,682

完成工事補償引当金 41,217 41,932

工事損失引当金 16,197 53,465

賞与引当金 283,000 110,000

役員賞与引当金 40,000 －

その他 540,535 329,173

流動負債合計 2,975,499 2,235,999
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

固定負債

退職給付引当金 601,723 619,485

役員退職慰労引当金 50,265 39,022

資産除去債務 24,878 26,288

固定負債合計 676,867 684,796

負債合計 3,652,366 2,920,796

純資産の部

株主資本

資本金 866,350 866,350

資本剰余金 753,385 753,385

利益剰余金 4,080,396 3,854,907

自己株式 △19,808 △19,808

株主資本合計 5,680,322 5,454,834

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 24,091 35,143

評価・換算差額等合計 24,091 35,143

純資産合計 5,704,414 5,489,978

負債純資産合計 9,356,781 8,410,774
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高

完成工事高 988,206 1,323,935

製品等売上高 234,299 430,697

売上高合計 ※
 1,222,505

※
 1,754,633

売上原価

完成工事原価 922,511 1,168,870

製品等売上原価 123,825 295,379

売上原価合計 1,046,336 1,464,249

売上総利益

完成工事総利益 65,695 155,065

製品等売上総利益 110,473 135,318

売上総利益合計 176,169 290,383

販売費及び一般管理費 402,837 410,739

営業損失（△） △226,668 △120,355

営業外収益

受取利息 5,961 6,354

受取賃貸料 1,839 2,131

その他 4,961 1,488

営業外収益合計 12,761 9,975

営業外費用

営業外費用合計 18 2

経常損失（△） △213,924 △110,383

特別利益

投資有価証券売却益 － 2,149

特別利益合計 － 2,149

特別損失

固定資産除却損 117 45

特別損失合計 117 45

税引前四半期純損失（△） △214,042 △108,278

法人税、住民税及び事業税 △77,288 △37,840

法人税等合計 △77,288 △37,840

四半期純損失（△） △136,753 △70,438
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　（税金費用の計算）　

　税金費用につきましては、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

　

（四半期貸借対照表関係）

１　保証債務

　財形持家融資制度及び住宅資金斡旋制度に基づく従業員の銀行借入に対し、次のとおり保証を行っております。

前事業年度
（平成25年３月31日）

当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

　 5,593千円 　 5,445千円

　

※２　四半期会計期間末日満期手形

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当四半期

会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含ま

れております。

前事業年度
（平成25年３月31日）

当第１四半期会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形　 38,019千円 　 83,972千円

支払手形　 182,356千円 　 238,232千円

　

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自  平

成25年４月１日  至  平成25年６月30日）

※　当社の売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期会計期間に

集中していること、また、工事原価が第３四半期会計期間以降に多く発生する傾向があることにより、第１及び

第２四半期会計期間における売上高に比べ、第３及び第４四半期会計期間の売上高が多くなる傾向がありま

す。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 15,773千円 15,323千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 129,267 25平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 155,049 30平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

港湾 地中 陸上 計

売上高 449,822240,341354,7401,044,904177,6011,222,505

セグメント利益又は損失(△) △16,46541,207141,583166,3259,843176,169

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 166,325 　

「その他」の区分の利益又は損失（△） 9,843 　

全社費用（注） △402,837 　

四半期損益計算書の営業損失 226,668 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

港湾 地中 陸上 計

売上高 664,421315,416410,8941,390,733363,8991,754,633

セグメント利益又は損失(△) 9,205 90,023140,190239,41950,964290,383

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 239,419 　

「その他」の区分の利益又は損失（△） 50,964 　

全社費用（注） △410,739 　

四半期損益計算書の営業損失 120,355 　

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 26円45銭 13円63銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純損失金額（千円） 136,753 70,438

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 136,753 70,438

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,170 5,168

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月５日

株式会社ナカボーテック

取締役会　御中

有　限　責　任　あ ず さ 監 査 法 人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　井　　修　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 戸　谷　且　典　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ナカボー

テックの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第71期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナカボーテックの平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告

書提出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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